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第４回定例会主な議案＆決まったこと
12月定例会のあらまし
　12月定例会は、令和3年12月10日から17日までの8日間にわたり開催されました。一般質問
は7名の議員が登壇し活発な議論が交わされました。
　町の提出案件は、報告、条例改正、計画の策定、補正予算、財産取得など17案件に、さらに最終日
の追加案件1件の計18件が審議され、すべてが原案のとおり可決されました。

報　

告

●
専
決
処
分
の
承
認
（
身
延
町
職

員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

　

令
和
３
年
度
人
事
院
勧
告
及

び
山
梨
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
伴

い
、
期
末
手
当
０
・
15
カ
月
分
を

引
き
下
げ
る
も
の
。
４
年
度
か
ら

は
期
末
・
勤
勉
手
当
は
年
４・
３

カ
月（
現
行
４・45
カ
月
）と
な
る
。

●
専
決
処
分
の
承
認
（
身
延
町
特

別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

令
和
３
年
度
人
事
院
勧
告
及

び
山
梨
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
伴

い
、
期
末
手
当
０
・
15
カ
月
分
を

引
き
下
げ
る
も
の
。
４
年
度
か
ら

は
期
末
手
当
は
年
４・
３
カ
月（
現

行
４
・
45
カ
月
）
と
な
る
。

条
例
制
定
・
改
正

●
身
延
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
免
除
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

国
の
「
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
令
和
３
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
た
め
、「
身
延
町
過
疎

対
策
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
免

除
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
、

新
た
に
「
身
延
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
対
策
の
た
め
の
固
定
資
産

税
の
免
除
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

を
行
う
。（
適
用
期
日 

令
和
３
年

４
月
１
日
）

●
身
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
及
び
地
方
税

法
等
の
改
正
に
よ
り
、
子
供
（
未

就
学
児
）
に
か
か
る
国
民
健
康
保

険
料
等
の
均
等
割
額
の
減
額
措

置
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
に
つ
い
て
、
子
供
（
未

就
学
児
）
に
か
か
る
被
保
険
者
均

等
割
額
を
２
分
の
１
減
額
し
、
そ

の
減
額
相
当
額
を
公
費
で
支
援
す

る
。（
施
行
期
日　

令
和
４
年
４

月
１
日
）

●
身
延
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
加
入
掛

金
の
見
直
し
に
併
せ
、
出
産
育
児

一
時
金
の
基
本
額
を
増
額
す
る
た

め
。
掛
金
相
当
額
が 

１
万
６
千
円

か
ら
１
万
２
千
円
に
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
総
額 

42
万
円
を
維
持
す
る
た

め
、
出
産
育
児
一
時
金
の
基
本
額

を
40
万
４
千
円
か
ら
40
万
８
千
円

に
増
額
す
る
。（
施
行
期
日  

令
和

4
年
4
月
1
日
）

●
身
延
町
消
防
団
員
の
定
員
任
免

給
与
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
消
防

団
員
の
出
動
手
当
は
、
こ
れ
ま
で

費
用
弁
償
と
し
て
支
給
し
て
い
た

が
、
出
動
に
応
じ
た
成
果
給
と
し

て
出
動
報
酬
を
見
直
す
も
の
。
１

回
あ
た
り
支
給
し
て
い
た
も
の
を

１
日
あ
た
り
と
す
る
。（
施
行
期

日  

令
和
4
年
4
月
1
日
）

〇出産育児一時金の変更内訳	
区　分 変更前 変更後 摘　要
一時金 40万4千円 40万8千円 増額
掛金加算 1万6千円 1万2千円 医療保障制度減額
計 42万円 42万円 支給額は同額

〇消防団員の出動手当の内訳	
区　分 変更内容 摘　要

災　害
4 時間未満 2 千円

1 回あたりを時間数により支給
4 時間以上 4 千円

警　戒 1 日につき 1 千円
1 回あたりを 1 日あたりとして支給訓　練 1 日につき 1 千円

その他の場合 1 日につき 1 千円
一般消防団員年額報酬 1 万円から増額 1 万 5 千円 ラッパ隊、音楽隊含む
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計
画
策
定

●
身
延
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

本
町
は 
旧
過
疎
法
に
引
き
続

き
過
疎
地
域
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
令
和
３
年
４
月
に
「
過

疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
身
延
町
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」
を
策

定
す
る
も
の
。
将
来
に
わ
た
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
形
成
・
維
持

す
る
た
め
、
本
計
画
に
よ
り
財
政

上
の
特
別
措
置
を
活
用
し
、
過
疎

対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

補
正
予
算

●
令
和
３
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
６
５

５
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
95
億
８
６

６
９
万
円
と
す
る
。

〇 

繰
越
明
許
費
補
正

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
７
４
８

万
３
千
円
に
増
額
。

〇 

債
務
負
担
行
為
補
正

 

健
康
増
進
施
設
建
設
費
（
下
部

地
区
）
増
額
に
伴
う
も
の
。
令

和
３
年
度
か
ら
４
年
度
に
か
け

て
限
度
額
を
３
４
４
８
万
円
に

変
更
す
る
。

〇 

地
方
債
の
補
正

・ 

辺
地
対
策
事
業
債

　

１
２
３
０
万
円
に
増
額

・
臨
時
財
政
対
策
債

　

２
億
円
に
減
額

・ 

緊
急
自
然
災
害
防
止

　

対
策
事
業
債

　

７
２
８
０
万
円
に
増
額

財
産
の
取
得
・
請
負
契
約

●
身
延
町
健
康
増
進
施
設
整
備
運

営
事
業
契
約
の
一
部
変
更

　

こ
の
契
約
※
に
つ
い
て
は
８
月

10
日
に
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
原
油
高
に
伴
う

資
材
価
格
の
高
騰
及
び
設
計
変
更

に
よ
り
建
設
金
額
の
変
更
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
株
式
会
社
ヘ
ル
シ

ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド
身
延
湯
の
杜

（Special Purpose C
om

pany

）

と
の
間
に
お
い
て
、
当
初
の
契
約

金
額
12
億
４
千
万
円
を
13
億
３
４

４
８
万
円
に
変
更
し
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
９
４

４
８
万
円
が
増
額
と
な
る
。

追
加
議
案

●
令
和
３
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
３
９
０

万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

総
額
そ
れ
ぞ
れ
96
億
８
０
５
９
万

６
千
円
と
す
る
。
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
支
出
の
た
め

計
上
す
る
（
18
歳
以
下
の
子
ど
も

に
10
万
円
相
当
を
給
付
）。
給
付

金
、
事
務
費
含
め
た
総
額
。
財
源

は
国
か
ら
の
補
助
金
（
補
助
率
10

／
10
）
と
繰
越
金
。

臨
時
会
情
報

令
和
３
年
第
４
回
臨
時
会
が
11

月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予

算
等
が
審
議
さ
れ
た
。

●
専
決
処
分
の
承
認（
身
延
町
の
議

会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

●
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
３

年
度
身
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
））

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
４
７

万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

総
額
そ
れ
ぞ
れ
91
億
２
１
１
４
万

１
千
円
と
す
る
。

〇補正予算（第7号）主たる増減内訳	 ※千円以下切り捨て
区　分 内　　容

歳入
減額 ・町　　　税 6,634万円 ・基金繰入金 　3億円　

・町　　　債 6,890万円

増額 ・地方交付税 6億4,074万円 ・国庫支出金1,134万円
・繰　越　金 2億3,584万円

歳出 増額

・児童福祉費　民間保育所保育業務他  1,680万円
・保健衛生費　ワクチン接種にかかる業務他 1,265万円
・農業土木費　県営湛水事業負担金 1,235万円
・道路橋梁費　町道の修繕・改良他  1,150万円
・基　金　費　公共施設整備基金費 3億9,924万円

〇補正予算（第8号）増減内訳	 ※千円以下切り捨て
区　分 内　　容

歳入 増額 ・国庫支出金 9,089 万円（補助率 10/10）
・繰　越　金　　301 万円

歳出 増額
・総　務　費　子育て世帯への臨時特別給付金　

9,390 万円
　　　 （事務費 190 万円　給付金 9,200 万円）

〇補正予算（第6号）増減内訳		※千円以下切り捨て
区　分 内　　容
歳入 増額 ・国庫支出金 747万円

歳出 増額 ・保健衛生費　予防費
　ワクチン接種及び事務費 747万円

※下部温泉入口に建設する温泉施設に関する契約
　・設計・監理施行　令和３年８月～  ５年３月
　・運営委託　　　　　　５年５月～20 年３月
　・供用開始　　　　　　５年５月
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▼
議
案
第
88
号　

　

�

令
和
３
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

総
務
課
関
係

問　

職
員
手
当
の
減
額
が
目
立
つ

が
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員

の
期
末
勤
勉
手
当
へ
の
影
響
額

は
。

答　

令
和
２
年
が
０
・
05
月
分

引
き
下
げ
で
、
平
均
２
万
２
８

　

０
０
円
の
減
額
に
対
し
、
令
和

３
年
は
０
・
15
月
分
引
き
下
げ

で
、
平
均
５
万
２
６
０
０
円
の

減
額
に
な
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
も
同

様
に
令
和
２
年
が
０
・
05
月
分

引
き
下
げ
で
平
均
５
９
０
０
円

の
減
額
に
対
し
、
令
和
３
年
は

０
・
15
月
分
引
き
下
げ
で
、
平

均
１
万
８
５
０
０
円
の
減
額
に

な
る
。

問　

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
共
同
化

負
担
金
の
補
正
予
算
に
か
か
る

内
容
は
。

答　

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
と
は
、

住
民
記
録
、
印
鑑
証
明
、
税
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
な
ど
の

住
民
に
か
か
わ
る
情
報
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
。

　
　

当
初
予
算
で
、
障
が
い
者

福
祉
の
税
法
改
正
と
児
童
手

当
の
法
改
正
に
対
応
し
た
シ

ス
テ
ム
改
修
の
た
め
に
、
総
額

２
３
６
万
５
０
０
０
円
を
計
上

し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費

１
０
７
万
８
０
０
０
円
は
保
守

で
の
対
応
が
可
能
と
な
る
の
で

そ
の
部
分
を
減
額
補
正
し
、
差

額
１
２
８
万
７
０
０
０
円
を
計

上
し
た
も
の
。

問　

６
次
産
業
化
事
業
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
職
員
手

当
、
共
済
費
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
理
由
は
何
か
。

答　

当
初
予
算
計
上
後
の
勤
務
時

間
、
日
数
の
増
加
に
伴
い
報
酬

等
を
再
計
算
し
た
結
果
の
増
額

計
上
。

財
政
課
関
係

　

令
和
３
年
度
身
延
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

　

債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
増
の

概
要
等
を
含
め
て
説
明

問　

公
共
施
設
整
備
基
金
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

答　

公
共
施
設
の
整
備
の
財
源
に

あ
て
る
た
め
の
基
金
。
今
年
度

４
億
円
を
積
立
て
る
。
基
金
の

利
子
分
２
万
８
０
０
０
円
を
減

　

額
し
た
数
字
が
３
億
９
９
９
７

　

万
２
０
０
０
円
と
な
る
。
こ
の

基
金
は
前
年
度
の
繰
越
金
等
の

確
定
に
伴
い
、積
立
て
る
も
の
。

問　

公
共
施
設
整
備
基
金
は
あ
る

程
度
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
積
立
て

る
も
の
で
は
な
い
か
。

答　

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
積
立

て
る
も
の
で
、
今
後
の
財
政
運

営
に
備
え
る
た
め
の
も
の
。

福
祉
保
健
課
関
係

問　

手
話
通
訳
者
等
派
遣
業
務

は
ど
こ
に
委
託
を
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て

派
遣
を
利
用
す
る
の
か
。

答　
『
合
同
会
社
カ
ナ
エ
ー
ル
』

と
意
思
疎
通
支
援
事
業
の
委
託

契
約
を
し
て
い
る
。
利
用
方
法

は
聴
覚
障
害
者
か
ら
申
請
を
受

付
け
、
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
に
手
話
通
訳
者
の
派

遣
依
頼
を
す
る
。
派
遣
で
き
る

手
話
通
訳
者
の
調
整
を
し
て
町

に
派
遣
決
定
を
も
ら
い
、
申
請

者
に
派
遣
決
定
通
知
を
出
し
て

手
話
通
訳
者
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

問　

手
話
通
訳
者
を
、
ど
こ
で
利

用
し
て
い
る
の
か
。

答　

お
も
に
、
病
院
受
診
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
行
政
手
続
き
等
の

際
に
利
用
し
て
い
る
。

問　

手
話
通
訳
者
を
利
用
す
る
の

に
、
自
己
負
担
は
あ
る
の
か
。

答　

自
己
負
担
は
な
い
。

産
業
課
関
係

問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
の
農
業
振
興
に
よ
る
６

次
産
業
化
事
業
の
内
容
は
。

答　

あ
け
ぼ
の
大
豆
ブ
ラ
ン
ド
サ

イ
ト
改
修
業
務
委
託
料
は
、
担

当
者
が
直
接
編
集
す
る
た
め
に

必
要
な
改
修
。
ま
た
、
あ
け
ぼ

の
大
豆
拠
点
施
設
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
あ
け
ぼ
の
大

豆
の
出
荷
量
増
加
分
の
補
正
予

算
。

常任委員会レポート
委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。常任委
員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されている常任委員会
は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。委員会では、付託
された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行います。審査が終わると採決が行われ、
委員会としての態度が決定し、再び本会議での議題となります。ここではその審査内容を掲載しています。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

望
月
悟
良
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環
境
上
下
水
道
課
関
係

問　
一
般
家
庭
ご
み
収
集
運
搬
業

務
の
増
額
の
理
由
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
峡
南
衛
生
組
合

が
、
一
般
家
庭
ご
み
の
直
接
受

け
入
れ
を
８
月
13
日
か
ら
９
月

12
日
ま
で
休
止
し
た
た
め
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み
の
量

が
増
え
、
ご
み
収
集
車
の
運
行

台
数
が
増
え
た
た
め
。

施
設
整
備
課
関
係

問　

Ｊ
Ｒ
下
部
温
泉
駅
北
側
に
建

設
予
定
の
健
康
増
進
施
設
へ
の

左
折
進
入
道
路
の
整
備
は
、
初

め
か
ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で

は
な
い
か
。

答　

左
折
進
入
路
が
位
置
す
る
場

所
に
は
、
下
部
ホ
テ
ル
所
有
の

土
地
が
あ
る
。
当
初
は
、
町
所

有
の
土
地
の
み
で
施
設
建
設
を

計
画
し
て
い
た
が
、
地
区
住
民

か
ら
踏
切
と
施
設
入
口
が
近
い

た
め
、
進
入
路
の
追
加
要
望
が

あ
っ
た
。
下
部
ホ
テ
ル
へ
土
地

使
用
の
交
渉
を
し
た
と
こ
ろ
快

諾
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
の
設

計
変
更
。

問　

健
康
増
進
施
設
請
負
金
額
の

変
更
契
約
の
対
象
と
な
る
物
価

変
動
の
数
値
は
契
約
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

１
％
以
上
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

３
号
）
▼
議
案
第
89
号　

　

�

令
和
３
年
度
身
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

町
民
課
関
係

問　

介
護
納
付
金
分
が
増
額
と
な

っ
た
理
由
は
。

答　

当
初
予
算
で
は
、
県
よ
り
提

示
さ
れ
る
仮
算
定
数
値
で
計
上

し
て
お
り
、
そ
の
後
確
定
額
が

提
示
さ
れ
る
。
そ
の
差
額
で
不

足
が
生
じ
た
の
で
今
回
の
増
額

補
正
と
な
っ
た
。

▼
議
案
第
90
号　

　

�

令
和
３
年
度
身
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

町
民
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
91
号　

　

�

令
和
３
年
度
身
延
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

福
祉
保
健
課
関
係

問　

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
増
加
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　

地
域
密
着
型
の
認
知
症
対
応

型
共
同
介
護
の
施
設
を
利
用
す

る
方
が
出
た
た
め
。

問　

こ
の
介
護
施
設
の
利
用
者
は

何
人
か
。

答　

１
か
月
10
万
円
近
く
か
か
り

ま
す
が
、
国
保
連
合
会
か
ら
の

請
求
で
は
、
金
額
の
み
で
利
用

人
数
ま
で
は
不
明
。

▼
議
案
第
87
号

　

�

身
延
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

企
画
政
策
課
関
係

問　

こ
の
過
疎
計
画
は
、
補
助
金

関
係
の
添
付
書
類
と
し
て
の
意

味
合
い
を
持
つ
の
か
、
そ
れ
と

も
総
合
計
画
と
相
ま
っ
て
効
果

的
な
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い

る
の
か
、
重
点
的
な
項
目
、
作

成
の
目
的
は
。

答　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
は
、
過
疎
地
域
の
支
援
を
目

的
と
し
、
過
疎
対
策
を
実
施
す

る
市
町
村
が
こ
の
計
画
を
策
定

し
、
特
別
措
置
を
受
け
な
が
ら

過
疎
対
策
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
。

問　

町
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
聞

く
た
め
の
方
法
は
。

答　
身
延
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
に
関
す
る
要
綱
に
よ
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、

意
見
を
募
集
し
た
が
、要
件
を
満

た
す
方
か
ら
の
提
出
は
な
い
。

問　

町
民
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
応
募
し
て
い
る
と
の
連

絡
が
あ
っ
た
が
、
町
に
届
い
て

い
る
の
か
。

答　

町
に
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た

が
、
提
出
さ
れ
た
方
は
要
件

を
満
た
す
方
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
要
件
を
満
た
す
方
か
ら
の

提
出
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
回

答
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
公
表
し
て
い
る
。

問　

提
出
し
た
方
に
、
要
件
を
満

た
す
方
で
な
い
た
め
、
採
用
は

で
き
な
い
と
の
回
答
は
し
て
い

る
か
。

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

回
答
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
回
答
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
っ
て
い
る
。

問　

提
出
し
た
方
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
れ
ば
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
。

答　

提
出
さ
れ
た
ご
本
人
は
承
知

を
し
て
い
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

伊
藤
雄
波

拡幅される下部ホテル北側道路



No.69 みのぶ議会だより　6

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の

意
見
が
無
い
中
で
、
町
民
の
な

か
に
入
っ
て
別
の
方
法
で
施
策

に
対
し
て
の
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で

意
見
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

前
計
画
で
は
指
標
と
し
て
、

国
勢
調
査
に
よ
る
産
業
別
人
口

の
動
向
等
の
表
が
記
載
さ
れ
て

い
た
が
、
本
計
画
で
は
削
除
さ

れ
て
い
る
。
町
で
は
６
次
産
業

化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
数
値
と

し
て
計
画
に
示
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

答　

本
計
画
は
、
国
に
よ
る
作
成

例
が
示
さ
れ
、
そ
の
作
成
例
に

沿
っ
て
作
成
し
て
い
る
。
そ
の

作
成
例
に
記
載
が
な
い
た
め
記

載
し
て
い
な
い
。

問　

計
画
に
対
す
る
成
果
の
把
握

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答　

本
計
画
は
目
標
を
設
定
し
記

載
し
て
い
る
。
計
画
期
間
終
了

後
に
外
部
の
方
を
含
め
た
組
織

に
よ
り
評
価
し
公
表
す
る
。

問　

事
業
毎
に
目
標
が
な
け
れ
ば

把
握
も
困
難
で
は
な
い
か
。

答　

各
課
に
お
い
て
、
事
業
実
施

時
に
は
成
果
を
把
握
し
、
事
業

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

だ
。

問　

町
と
し
て
の
将
来
像
・
目
標

を
わ
か
り
や
す
く
町
民
に
示
し

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
民
と
の
協
働
と
し
て
情
報

の
提
供
や
共
有
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
取

り
組
み
が
行
え
る
よ
う
努
力
を

し
て
い
く
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

指
定
さ
れ
た
都
市
部
か
ら
町

へ
移
住
し
て
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
活
動
を
行
う
制
度

に
な
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
町
か
ら
の
委
嘱
や
委

託
に
よ
っ
て
活
動
を
行
い
、
経

費
に
つ
い
て
は
、
報
償
費
、
活

動
経
費
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る

特
別
交
付
税
で
の
財
政
措
置
が

あ
る
。

問　

計
画
の
推
進
に
つ
い
て
、
審

議
会
等
の
組
織
は
あ
る
か
。

答　

推
進
に
つ
い
て
は
、町
と
し
て

の
取
り
組
み
の
た
め
あ
り
ま
せ

ん
が
、計
画
期
間
終
了
後
の
検

証
時
に
は
、外
部
の
方
を
含
め

た
組
織
に
よ
り
検
証
を
行
う
。

問　

事
業
計
画
に
つ
い
て
、推
進

状
況
の
確
認
の
た
め
に
担
当
課

が
記
載
さ
れ
た
資
料
は
あ
る
か
。

答　

担
当
課
が
記
載
さ
れ
た
資
料

を
提
供
す
る
。

▼
議
案
第
82
号

　

�

身
延
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
対
策
の
た
め
の
固
定
資
産

税
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

税
務
課
関
係

　

質
疑
無
し

▼
議
案
第
83
号

　

�

身
延
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

税
務
課
関
係

問　

該
当
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

答　

令
和
３
年
11
月
１
日
現
在
の

未
就
学
児
を
含
む
該
当
世
帯
は

20
世
帯
と
な
り
、
未
就
学
児
の

人
数
は
28
名
と
な
る
。

▼
議
案
第
85
号

　

�

身
延
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

交
通
防
災
課
関
係

問　

今
回
の
処
遇
改
善
で
団
員
確

保
が
図
ら
れ
る
の
か
。

答　

消
防
団
員
は
報
酬
目
的
で
は

な
く
地
域
を
守
る
た
め
と
い
う

使
命
感
か
ら
活
動
し
て
い
る
団

員
が
ほ
と
ん
ど
。
し
か
し
、
家

族
等
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は

必
要
な
施
策
で
あ
る
。

問　

条
例
定
数
は
７
４
０
名
だ
が

現
在
の
消
防
団
員
数
は
何
名

か
。

答　

令
和
３
年
６
月
現
在
で
６
４
３

名
。

問　

条
例
定
数
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
予
定
は
あ
る
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い

が
、
今
後
関
係
者
に
意
見
を
聞

き
検
討
す
る
。

パブリックコメントの流れ

町
民
意
見
を
提
出

・
郵
便

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
メ
ー
ル
な
ど

町
基
本
的
計
画
条
例

等
の
素
案
の
公
表

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
指
定
場
所
閲
覧

・
町
広
報

町
意
見
募
集

・
期
間
：
30
日
以
上

計
画
策
定
・
条
例
制
定

議
会
提
出

提
出
意
見
の
検
討

提
出
意
見
と
町
の

考
え
方
を
公
表
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本会議　討論
議員は採決の前にその案件に対して、賛成か反対かの自己の意見を表明することができます。
意見表明することを「討論」といいます。自己の意見に反対の議員や賛否の意思を決めかねて
いる議員に対し、自己の意見に賛同するよう理由を述べます。

報
告
第
11
号

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
身
延
町

職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

本
件
は
令
和
３
年
人
事
院

と
山
梨
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
い
、
町
職
員
の
期
末
勤
勉
手

当
を
０
・
15
カ
月
分
引
き
下
げ

る
も
の
で
す
。
昨
年
に
続
く
期

末
勤
勉
手
当
の
引
き
下
げ
に
な

る
。

　
　

正
規
職
員
で
見
た
場
合
、

昨
年
の
引
き
下
げ
幅
が
平
均

２
万
２
８
０
０
円
だ
っ
た
の

　

に
対
し
、
今
回
は
平
均
５
万

　

２
６
０
０
円
の
引
き
下
げ
で
、

　

２・
３
倍
も
の
引
き
下
げ
幅

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
会

計
年
度
任
用
職
員
は
も
と
も

と
正
規
職
員
に
比
べ
て
低
い

給
与
な
の
に
、
今
回
、
平
均

１
万
８
５
０
０
円
の
引
き
下
げ

で
、
昨
年
の
３
倍
以
上
の
引
き

下
げ
幅
と
な
る
。

　
　

そ
も
そ
も
今
回
の
人
事
院
勧

告
が
行
わ
れ
た
の
は
、
８
月
10

日
の
こ
と
。
そ
の
後
、
就
任
し

た
岸
田
首
相
は
「
分
配
な
く
し

て
成
長
な
し
」
と
い
っ
て
、
新

し
い
資
本
主
義
の
実
現
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
地
方
へ

の
分
配
の
大
き
な
牽
引
力
で
あ

る
地
方
公
務
員
の
賃
金
を
減
ら

し
て
、
本
当
に
分
配
が
進
む
で

し
ょ
う
か
。
岸
田
首
相
は
分
配

を
促
進
す
る
た
め
に
、
民
間
企

業
に
賃
金
ア
ッ
プ
を
要
請
し
、

保
育
士
や
介
護
職
員
の
賃
金
を

引
き
上
げ
る
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
期
末
手
当
引

き
下
げ
は
そ
う
し
た
政
府
の
方

針
と
も
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

民
間
労
働
者
の
賃
金
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
と
い
う
が
、

公
務
員
の
賃
金
は
、
ま
た
民
間

の
賃
金
に
影
響
す
る
。
引
き
下

げ
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
り
、

賃
金
の
引
き
上
げ
、
底
上
げ
で

分
配
の
好
循
環
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で

多
く
の
町
民
と
接
す
る
職
員
は

緊
張
感
も
増
し
、
仕
事
量
も
増

え
て
い
る
と
思
う
。
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
、
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

職
員
に
対
し
て
期
末
手
当
を
引

き
下
げ
る
よ
う
な
改
正
に
は
賛

成
で
き
な
い
。

賛
成　

広
島
法
明
議
員

　
　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
初

日
の
提
案
理
由
、
ま
た
背
景
等

で
も
述
べ
た
が
、
公
務
員
の
期

末
手
当
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ナ
ス

に
つ
い
て
だ
が
、
国
家
公
務
員

の
人
事
院
勧
告
が
も
と
に
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
総
務
省
か

ら
都
道
府
県
の
人
事
委
員
会
や

各
市
町
村
へ
国
家
公
務
員
の
取

り
扱
い
を
基
本
と
し
て
対
応
を

求
め
る
通
知
が
来
る
の
が
通
例

で
あ
る
。

　
　

背
景
の
説
明
に
も
あ
っ
た

が
、
地
方
公
務
員
法
第
24
条
第

２
項
に
職
員
の
給
与
は
、
生
計

費
並
び
に
国
及
び
他
の
地
方
公

共
団
体
の
職
員
並
び
に
民
間
企

業
従
業
者
の
給
与
、
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。

　
　

人
事
院
勧
告
は
民
間
水
準
に

合
わ
せ
て
民
間
と
の
格
差
を
解

消
す
る
と
い
う
の
が
基
本
で
あ

り
、
今
回
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
下

げ
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
社
会
情
勢
が
厳
し
く
、
先

ほ
ど
同
僚
議
員
が
８
月
の
時
点

と
は
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
だ
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
社
会
情
勢
に
強

く
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。
そ

の
た
め
、
民
間
水
準
が
数
年
前

よ
り
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
身
延
町
で
も
流
れ
に

沿
っ
た
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
に
伴
う
今
回
の
議
案

な
の
で
、
こ
の
報
告
第
11
号
に

つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

議
案
第
88
号

▼
令
和
３
年
度
身
延
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

令
和
３
年
度
身
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ

い
て
は
、
報
告
第
11
号
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
身
延
町
職
員
給
与
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
の

具
体
化
し
た
も
の
な
の
で
反

対
す
る
。

賛
成　

広
島
法
明
議
員

　
　

こ
の
議
案
第
88
号
は
、
先
ほ

ど
報
告
第
11
号
で
可
決
さ
れ
た

こ
と
に
基
づ
い
て
の
予
算
計
上

の
た
め
賛
成
す
る
。
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議案に対する賛否議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

遠
藤
公
久

深
山
光
信

佐
野　

昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

田
中
一
泰

広
島
法
明

野
島
俊
博

柿
島
良
行

渡
辺
文
子

伊
藤
達
美

上
田
孝
二

第
4
回
定
例
会

●報告 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

報告第11号 専決処分の承認を求めることについて
（身延町職員給与条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

報告第12号
専決処分の承認を求めることについて

（身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●条例の制定及び一部改正

議案第82号 身延町過疎地域持続的発展のための固定資産税の
免除に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号 身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号 身延町国民健康保険条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号 身延町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●計画の策定
議案第87号 身延町過疎地域持続的発展計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●補正予算
議案第88号 令和３年度身延町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第89号 令和３年度身延町国民保健特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第90号 令和３年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第91号 令和３年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第92号 令和３年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第93号 令和３年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第96号 令和３年度身延町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●契約の一部変更

議案第94号 身延町健康増進施設整備運営事業契約の一部変更
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●財産の取得
議案第95号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●人事案件

諮問第5号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
ことについて

異議なしのため、適任と意見を付すこと
に決定（再任　日向啓子氏）

第
4
回
臨
時
会

●報告

報告第9号
専決処分の承認を求めることについて

（身延町議会の議員及び長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

報告第10号 専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度身延町一般会計補正予算（第６号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

●人事案件

同意第6号 身延町監査委員の選任 異議なしのため、適任と意見を付すこと
に決定（議員選任　柿島良行議員）
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コロナ禍で疲弊した観光業支援について
　　観光費増額予算処置や立て直しのための施策を伺う

　　�より効果的に商工・観光振興が図られるよう予算編成を行
う。通年型観光地を目途とし、「観光立町みのぶ」の実現を
目指す（町長）

コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
支
援
策
は

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
業

救
済
の
た
め
の
、
観
光
費
増
額

予
算
処
置
の
検
討
は
。

町
長　

よ
り
効
果
的
に
商
工
・
観

光
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
財
源

と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
て
予

算
編
成
を
行
う
。

問　

疲
弊
し
た
観
光
業
回
復
の
為

の
集
客
、
誘
客
の
観
光
業
活
性

化
の
具
体
的
施
策
は
。

観
光
課
長　

ノ
ベ
ル
テ
ィ
配
布
や

情
報
番
組
で
の
観
光
宣
伝
を
実

施
し
た
。
今
後
、
観
光
情
報
に

特
化
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制

作
及
び
情
報
発
信
を
行
う
。

問　

各
観
光
地
の
協
会
、
組
合
等

と
行
政
が
情
報
共
有
、
連
携
で

き
る
組
織
が
必
要
で
は
。

観
光
課
長　

身
延
町
観
光
連
盟
、

観
光
情
報
連
絡
会
な
ど
で
、
よ

り
活
発
な
情
報
・
意
見
交
換
を

行
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

身
延
町
は
、「
観
光
立
町
み

の
ぶ
」を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

観
光
推
進
体
制
の
強
化
や

各
種
観
光
事
業
を
推
進
し
、
観

光
振
興
に
よ
り
地
域
経
済
効
果

を
生
み
出
し
、
通
年
型
観
光
地

を
目
途
と
し
「
観
光
立
町
み
の

ぶ
」
の
実
現
を
目
指
す
。

中
学
校
移
転
後
、通
学
問
題
は

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
地
域
へ

の
説
明
会
の
実
施
予
定
は
。

学
校
教
育
課
長　

令
和
5
年
度
夏

頃
ま
で
に
は
、
新
た
な
対
象
地

域
に
な
る
身
延
、
豊
岡
、
大
河

内
地
区
の
保
護
者
に
は
説
明
会

を
開
催
し
、
協
議
を
行
う
。

問　

新
中
学
校
へ
の
新
た
な
安
全

な
進
入
路
確
保
へ
の
施
策
は
。

建
設
課
長　

新
た
な
進
入
路
確
保

の
予
定
は
な
い
。
矢
沢
橋
北
詰

信
号
機
は
、
感
応
式
へ
の
変
更

を
南
部
警
察
署
と
協
議
中
で
あ

る
。

町
外
中
学
校
進
学
に
つ
い
て

問　

身
延
町
外
中
学
校
へ
の
進
学

生
徒
数
、
進
学
先
は
。

学
校
教
育
課
長　

公
立
中
学
校
２
校

５
名
、私
立
中
学
校
３
校
４
名
。

問　

国
立
山
梨
大
学
教
育
学
部
附

属
中
学
の
入
試
募
集
要
項
に
、

身
延
町
が
除
外
さ
れ
て
い
る
件

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

学
校
教
育
課
長　

地
域
的
差
別
の

意
図
は
な
い
と
の
学
校
側
の
回

答
だ
が
、
国
立
の
中
学
校
で
あ

る
事
や
教
育
の
機
会
均
等
の
観

点
か
ら
、非
常
に
残
念
に
思
う
。

問　

身
延
町
在
住
で
進
学
で
き
な

い
地
域
的
差
別
に
対
し
町
と
し

て
の
対
応
は
。

教
育
長　

町
や
教
育
委
員
会
が
こ

の
問
題
を
公
に
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

保
護
者
を
中
心
と
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
が
課
題
を
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
ま
ず
大
切
で
は
な
い
か
。

役
場
窓
口
対
応
に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
、役
場

来
訪
者
へ
の
、挨
拶
や
声
掛
け

が
少
な
い
と
の
町
民
の
声
が
あ

る
が
、明
る
い
挨
拶
、元
気
な
声

掛
け
の
実
施
を
改
め
て
望
む
。

総
務
課
長　

挨
拶
を
含
め
懇
切
丁

寧
な
対
応
を
す
る
よ
う
周
知
し

て
い
る
。町
長
を
筆
頭
に
職
員
一

同
、来
庁
者
へ
の
明
る
い
挨
拶
、

元
気
な
声
掛
け
等
の
接
遇
に
心

を
配
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

各
地
区
要
望
事
項
へ
の
対
応
は

問　

今
年
度
の
要
望
件
数
と
内
訳

は
。

総
務
課
長　
町
全
体
で
８
６
３
件
、

町
対
応
分
５
５
２
件
、
県
対
応

分
２
７
４
件
、国
対
応
分
37
件
。

問　

令
和
2
年
度
の
町
対
応
分
の

　

実
施
状
況
は
。

総
務
課
長　

全
体
７
４
７
件
、
町

　

対
応
分
４
６
３
件
、
1
億
２
５

　

４
０
万
円
の
予
算
を
執
行
し
、

88
件
に
対
応
し
た
。

問　

県
、国
対
応
事
項
の
扱
い
は
。

総
務
課
長　

緊
急
を
有
す
る
案
件

は
立
合
い
も
含
め
、
国
、
県
担

当
者
と
対
応
す
る
。
そ
の
他
の

案
件
は
公
文
書
で
要
望
し
、
回

答
を
受
け
各
区
に
回
答
す
る
。

矢沢橋北詰信号機付近

問

答

一般質問一般質問
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指
名
競
争
入
札
の
採
用

問　

町
が
売
買
、
賃
貸
、
請
負
な

ど
の
行
為
に
伴
い
契
約
を
締
結

す
る
場
合
、
本
町
の
地
域
特
性

を
加
味
し
た
契
約
の
方
法
を
採

用
す
る
必
要
が
あ
る
。従
っ
て
、

一
般
競
争
入
札
で
は
な
く
、
指

名
競
争
入
札
の
採
用
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

町
当
局
は
そ
れ
を
最
適
な
も
の

だ
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
。

そ
の
問
題
点
及
び
改
善
策
の
方

向
性
を
常
に
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　
　

ま
た
、
業
界
に
あ
っ
て
は
技

術
力
の
向
上
や
生
産
性
の
向
上

や
人
材
の
育
成
な
ど
企
業
力
の

強
化
に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

地
方
自
治
法
で
は
、
一
般

競
争
入
札
を
原
則
と
し
て
い
る

が
、
指
名
競
争
入
札
、
随
意
契

約
、
又
は
せ
り
売
り
は
、
政
令

で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と

き
は
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
方
、
本
町
で
は
、
中
小
企

業
等
の
振
興
に
つ
い
て
基
本
理

念
を
定
め
、
町
の
責
務
、
中
小

企
業
等
の
努
力
に
つ
い
て
規
定

し
た
「
身
延
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」が
、

平
成
29
年
４
月
１
日
に
制
定
さ

れ
た
。

　
　

こ
の
中
で
は
、「
町
が
発
注

す
る
工
事
、
物
品
購
入
、
請
負

等
に
お
け
る
、
本
町
中
小
企
業

等
の
受
注
機
会
の
増
大
に
努
め

る
こ
と
」
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
本
町
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
だ
と
考
え
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
、
入
札
に
あ
た

っ
て
は
、
法
令
等
を
順
守
す
る

中
で
、「
身
延
町
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」

の
趣
旨
を
尊
重
し
な
が
ら
、
適

正
な
契
約
事
務
の
執
行
に
努
め

て
い
く
。

　
　

近
隣
2
町
の
事
件
は
、
大
変

遺
憾
で
残
念
で
あ
り
、
厳
し
く

言
う
と
、
私
は
個
人
の
資
質
が

一
番
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
事

件
が
こ
う
も
身
近
で
起
き
た
こ

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
町
で
も

不
正
の
防
止
策
を
整
え
て
い
く

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

近
隣
町
の
防
止
策
の
検
討
内
容

な
ど
も
参
考
と
す
る
よ
う
注
視

し
て
い
く
。

上
下
水
道
の
公
営
企
業
会
計

へ
の
移
行
に
つ
い
て

問　

本
本
町
簡
易
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
は
、総
務
省
の「
公

営
企
業
会
計
の
適
用
の
推
進
」

に
基
づ
き
、
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
し
民
間
に
準
ず
る
か
た

ち
で
の
公
営
企
業
会
計
へ
令
和

６
年
度
ま
で
に
移
行
す
る
計
画

だ
が
、
現
在
の
移
行
す
る
時
期

を
含
む
進
捗
状
況
と
公
営
企
業

会
計
移
行
後
の
事
務
事
業
の
概

要
は
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

国
は
、
地

方
公
共
団
体
が
民
間
企
業
と
同

様
の
公
営
企
業
会
計
を
適
用

し
、
経
営
・
資
産
等
の
状
況
の

正
確
な
把
握
、
弾
力
的
な
経
営

等
を
実
現
す
る
ご
と
を
推
進
し

て
い
る
。

　
　

本
町
に
お
い
て
も
、
公
営
企

業
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
を
念

頭
に
、
財
政
状
態
を
よ
り
正
確

に
把
握
し
、
経
営
計
画
に
反
映

す
る
こ
と
で
、
現
存
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
需
要
の
拡
大

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

本
町
に
お
け
る
現
在
の
進
捗

状
況
は
、
令
和
元
年
度
基
礎
調

査
の
実
施
、
２
年
度
・
３
年
度

に
固
定
資
産
調
査
、
４
年
度
・

５
年
度
に
法
整
備
及
び
会
計
シ

ス
テ
ム
構
築
等
整
備
を
行
い
、

６
年
度
公
営
企
業
会
計
移
行
に

向
け
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

問　

公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る

こ
と
で
コ
ス
ト
な
ど
収
益
性
が

明
確
に
な
る
。
使
用
料
金
、
納

付
方
法
な
ど
に
変
更
が
あ
る
の

か
。

環
境
上
下
水
道
課
長　

財
政
状
況

を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
営
企
業
会
計
と
し

て
の
健
全
性
や
収
益
性
等
を
鑑

み
る
中
で
、
人
口
の
推
計
等
将

来
の
展
望
を
見
据
え
て
、
使
用

料
金
等
に
お
い
て
も
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。

本町指名競争入札について
　　改善策の方向性と町内企業の経営努力について聞く

　　�一般競争入札が原則だが、「中小企業振興条例」を尊重しな
がら適正な契約事務の執行に努める。近隣町の防止策を注視
していく（町長）

大城簡易水道

一般質問一般質問

問

答



山下　利彦 議員

11　No.69 みのぶ議会だより

総
合
戦
略
の
人
口
減
少
問
題

問　

地
域
消
滅
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
20
年
後
に
は
県
内
27
市
町

村
の
約
６
割
が
そ
の
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
身
延

町
は
５
年
前
に
比
べ
２
０
０
６

人
減
少
で
減
少
率
は
県
内
で
最

も
高
く
、
社
会
減
は
峡
南
３
町

の
中
で
最
も
多
い
。
就
職
時
の

県
外
流
出
を
止
め
る
た
め
時
代

の
特
に
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
第
三
次
産
業
企
業
に
的
を
絞

っ
た
企
業
誘
致
が
必
要
と
考
え

る
が
。

企
画
政
策
課
長　

地
場
産
業
の
振

興
、
企
業
誘
致
な
ど
の
雇
用
促

進
と
併
せ
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
、
宅
地
分
譲
な
ど
に
お
い
て

移
住
・
定
住
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問　

若
者
の
希
望
す
る
職
種
に
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て
た
企
業
誘
致

を
積
極
的
に
お
こ
な
い
、
定
住

人
口
を
増
や
し
た
先
進
事
例
と

し
て
徳
島
県
神
山
町
が
あ
る
。

Ⅰ
Ｔ
企
業
な
ど
10
社
を
誘
致
。

人
口
が
転
入
超
過
と
な
り
、
全

国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

先
進
地
域
へ
の
視
察
研
修
実
施

の
考
え
は
。

企
画
政
策
課
長　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

な
ど
20
社
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
が
進
出
し
た
徳
島
県
美
波

町
と
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
実
施

し
た
。
若
者
の
定
住
に
繋
げ
る

企
業
誘
致
を
意
識
し
、
先
進
地

研
修
に
よ
る
情
報
収
集
を
考
え

て
い
く
。

総
合
戦
略
の
地
方
創
生
に
つ
い
て

問　

地
域
内
で
お
金
が
回
り
、
地

元
町
民
の
労
働
力
が
活
か
さ
れ

る
仕
組
み
の
地
域
循
環
型
経
済

の
実
現
が
重
要
と
考
え
る
。
自

ら
が
富
を
作
り
出
す
地
域
経
済

の
基
盤
な
し
に
地
域
活
性
化
は

な
し
得
な
い
。
地
方
創
生
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い

環
境
を
確
保
し
て
、
活
力
あ
る

社
会
を
維
持
し
て
い
く
。

問　

町
内
観
光
名
所
を
効
率
よ
く

回
る
コ
ー
ス
設
定
と
観
光
ガ
イ

ド
に
よ
り
観
光
客
に
印
象
深
い

観
光
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
確

実
に
地
元
に
お
金
が
落
ち
る
新

た
な
観
光
形
式
と
な
る
「
観
光

タ
ク
シ
ー
」
の
導
入
を
提
案
す

る
。

観
光
課
長　

観
光
タ
ク
シ
ー
は
、

観
光
名
所
ま
で
送
り
届
け
る
だ

け
で
な
く
、
観
光
地
の
ガ
イ
ド

を
行
う
も
の
で
、
観
光
客
は
そ

の
利
便
性
や
快
適
性
に
大
き
な

満
足
度
が
得
ら
れ
る
。
総
合
戦

略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

「
み
の
ぶ
の
び
の
び
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
利
用
の
取
り
組
み
が
あ

る
。
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
も
連

携
し
、
み
の
ぶ
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
協
力
を
得

る
中
、
効
果
的
な
観
光
情
報
の

発
信
を
行
う
こ
と
で
、
観
光
客

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
皆
様
へ
の
お
も
て
な
し
が
で

き
る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

中
部
横
断
道
の
全
面
開
通
に

伴
う
８
月
29
日
の
交
通
量
調
査

で
は
、
国
道
52
号
線
の
交
通
量

は
２
割
減
少
。
こ
の
う
ち
休
日

の
大
型
車
は
約
４
割
減
少
し
、

国
道
52
号
線
か
ら
中
部
横
断
道

へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
と

の
結
果
が
で
た
。
高
速
道
路
に

直
結
す
る
道
の
駅
は
他
県
、
他

町
か
ら
の
玄
関
口
で
あ
り
、
地

場
産
業
、
観
光
振
興
Ｐ
Ｒ
の
拠

点
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

施
設
で
あ
る
。「
道
の
駅
」
建

設
に
消
極
的
な
理
由
と
、
今

後
予
想
さ
れ
る
「
ス
ト
ロ
ー
現

象
」※
へ
の
対
策
は
。

建
設
課
長　
「
道
の
駅
し
も
べ
」

と
「
道
の
駅
み
の
ぶ
」
の
機
能

が
備
わ
る
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ

ー
ク
の
２
施
設
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
接
す
る
道

の
駅
の
設
置
は
、
地
形
的
な
要

因
も
重
な
り
困
難
。「
身
延
竹

炭
直
売
所
」、「
ゆ
ば
の
里
」「
な

か
と
み
和
紙
の
里
」
等
に
特
色

を
も
た
せ
誘
客
を
図
る
。

 

※
用
語
解
説

　

ス
ト
ロ
ー
現
象
と
は
？

　
　

新
幹
線
や
高
速
道
路
な
ど

の
交
通
網
の
整
備
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
地
域
の
拠
点
と
な

っ
て
い
た
小
都
市
が
経
路
上

の
大
都
市
の
経
済
圏
に
取
り

込
ま
れ
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
が
よ
り
求
心
力
の
あ
る
大

都
市
に
吸
い
取
ら
れ
る
現
象
。 

コ
ッ
プ
の
水
が
ス
ト
ロ
ー
で

吸
い
上
げ
ら
れ
る
様
子
に
見

立
て
て
い
る
。

持続可能な未来の身延町を創るために
　　峡南３町の内、身延町の社会減が最も多いことへの対策は

　　�地場産業の振興振興、企業誘致による雇用促進と併せ、空き
家バンクを活用して移住・定住に促進に取り組む

　　（企画政策課長）

一般質問一般質問

問

答
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身
延
山
久
遠
寺
と
の
連
携
は

問　

身
延
山
久
遠
寺
は
心
の
ふ
る

さ
と
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の

参
拝
者
・
観
光
客
が
訪
れ
る
町

一
番
の
観
光
拠
点
で
あ
る
、
そ

こ
で
関
係
・
連
携
に
つ
い
て
現

状
ど
の
よ
う
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

情
報
発
信
は
。

観
光
課
長　

コ
ロ
ナ
収
束
を
踏
ま

え
る
な
か
で
、
よ
り
一
層
の
集

客
が
出
来
る
よ
う
数
多
く
の
身

延
山
年
中
行
事
を
は
じ
め
、
観

桜
・
紅
葉
期
に
お
け
る
イ
ベ
ン

ト
等
を
、
重
要
な
観
光
資
源
の

一
つ
と
位
置
付
け
、
町
、
身
延

山
観
光
協
会
、
身
延
山
久
遠
寺

が
連
携
し
、
本
町
に
深
い
関
わ

り
を
持
っ
て
、
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

身
延
山
久
遠
寺
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

本
町
の
観
光
振
興
は
基
よ

り
、
多
額
の
寄
付
金
を
原
資
と

し
て
観
光
誘
客
看
板
の
設
置
、

現
在
進
行
中
の
新
身
延
中
学
校

建
設
に
伴
い
、
校
舎
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
身
延
山
の
杉
材
を
建
材

の
一
部
と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ

く
な
ど
、
子
供
た
ち
の
育
成
と

町
発
展
の
た
め
に
多
大
な
ご
尽

力
を
頂
き
、
長
き
に
わ
た
り
、

唯
一
無
二
の
存
在
と
し
て
本
町

へ
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
。

今
後
も
、
身
延
山
久
遠
寺
を
観

光
資
源
と
し
て
積
極
的
に
活
用

さ
せ
て
頂
き
、
町
内
の
他
の
観

光
資
源
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
付
加
価
値
の
高
い
観
光

地
づ
く
り
を
進
め
多
種
多
様
な

体
験
が
で
き
，
周
遊
型
の
観
光

地
を
目
指
し
て
い
く
。
引
き
続

き
滞
在
型
観
光
を
楽
し
ん
で
、

行
っ
て
み
た
い
町
と
し
て
足
を

運
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
本
町
の

魅
力
を
効
果
的
に
県
内
外
に
広

く
情
報
発
信
し
、
更
な
る
地
域

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

総
合
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

問　

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

最
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
こ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
熟
す
の
は
、
通
常

業
務
で
は
無
理
が
あ
る
と
思

う
、
す
で
に
未
達
が
発
生
し
て

い
る
と
思
う
が
、
重
点
指
向
で

推
進
す
る
、
更
に
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
特
化
し
た
組
織
・

専
任
を
置
く
な
ど
必
要
だ
と
判

断
す
る
が
。

企
画
政
策
課
長　

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、
創

生
法
の
下
に
地
方
創
生
に
取
り

組
む
重
要
な
施
策
と
し
て
、
企

画
政
策
課
が
総
合
的
な
担
当
と

な
り
12
課
が
所
管
す
る
業
務

と
し
て
分
担
し
て
推
進
し
て
い

る
。
7
年
目
を
迎
え
る
創
生
総

合
戦
略
に
お
い
て
も
当
面
は
現

状
の
関
係
各
課
が
分
担
・
連
携

す
る
体
制
が
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
体
制
と
し
て
、
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。

問　

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
の

推
進
方
法
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
の
評
価
を
頻
繁
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

常
に
推
進
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
軌
道
修
正
や
遅
れ
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
「
ス
ピ
ー
ド

感
」
が
重
要
だ
と
判
断
。
地
方

創
生
は
全
国
各
地
で
進
み
地

域
間
競
争
も
激
化
し
て
い
る
。

評
価
を
推
進
委
員
会
で
せ
め

て
半
期
毎
に
実
施
す
べ
き
と

判
断
す
る
が
。

企
画
政
策
課
長　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
と
運
用
に
つ
い
て

は
、内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室

か
ら
示
さ
れ
た
手
引
き
に
基
づ

い
て
進
め
て
い
ま
す
。手
引
書

に
よ
る
と
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し

着
実
に
実
施
し
て
い
く
と
と
も

に
、数
値
目
標
等
を
基
に
実
施

し
た
施
策
・
事
業
の
効
果
を
検

証
し
、必
要
に
応
じ
て
改
訂
す

る
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を

実
行
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
は
、現
行
の
地
方

版
総
合
戦
略
の
効
果
検
証
を
行

い
、そ
の
結
果
を
次
期
の
策
定

に
反
映
す
る
こ
と
、継
続
し
た

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と

運
用
を
図
り
、よ
り
効
果
的
な

取
り
組
み
の
推
進
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。本

町
に
お
い
て
も
毎
年
度
評
価
を

行
い
、翌
年
度
に
向
け
た
改
善
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
、理
解
を
お
願
い
す
る
。

身延山久遠寺との関係について
問　本町とどのような連携・コラボレーションが出来ているのか

答　��コロナ収束を踏まえるなかで深い関わりを持って取り組む（観光課長）
　�　�多大なご尽力を頂き、唯一無二の存在、観光資源として積
極的に活用させて頂く（町長）

一般質問一般質問

問

答

継続的改善
ＰＤＣＡ
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下部温泉郷活性化に期待する
問　健康増進施設建設に伴う温泉郷の活性化策は

答　�利用客の住み分けをはかり、宿泊客は温泉郷へ誘導する
　　町内集客・観光施設との連携を強化し誘客に結びつける
　　（生涯学習課長）

健
康
増
進
施
設
に
つ
い
て

問　

下
部
温
泉
郷
活
性
化
に
も
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
健
康

増
進
施
設
と
連
携
し
た
下
部
温

泉
郷
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
町
、
業
者
か
ら
具
体

的
な
提
案
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

中
部
横
断
自

動
車
道
の
静
岡
〜
山
梨
間
全
線

開
通
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
向
上

し
、
全
国
で
も
泉
質
が
有
名
な

下
部
温
泉
郷
へ
の
観
光
客
増
加

も
見
込
ま
れ
る
事
か
ら
、
新
た

な
健
康
増
進
施
設
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
や
歩
行
プ
ー
ル
等
の

併
設
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

日
帰
り
入
浴
の
み
の
営
業
を
行

い
、
宿
泊
に
つ
い
て
は
下
部
温

泉
郷
へ
誘
導
す
る
な
ど
の
連
携

を
強
化
し
、
来
客
の
ニ
ー
ズ
に

併
せ
た
利
活
用
も
進
め
て
い

く
。
㈱
ク
ス
リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド

か
ら
「
企
業
の
森
」
森
林
整
備

活
動
に
よ
り
、「
下
部
温
泉
郷
」

の
看
板
が
あ
る
遊
歩
道
周
辺
の

整
備
の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

問　

町
と
し
て
観
光
・
福
祉
・
商

工
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ
き
か
、

事
業
者
に
提
言
し
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

を
活
用
し
た
「
認
知
症
予
防
・

生
活
習
慣
病
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
等
町
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
た
提
案
が
事
業
者
か
ら

示
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
町
内

外
の
各
事
業
種
と
の
連
携
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
施
設
と
本
町
が
有
す
る
観

光
地
や
集
客
施
設
等
を
活
用

し
た　
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」

「
周
遊
ツ
ア
ー
」
等
の
導
入
も

検
討
し
、
観
光
客
へ
の
情
報
発

信
や
町
内
集
客
施
設
と
の
情
報

共
有
等
、
各
種
諸
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
つ
つ
、「
関
係
者

協
議
会
」
の
中
で
導
入
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

問　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
建

設
費
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、

施
設
規
模
の
縮
小
等
を
す
べ
き

で
は
な
い
。あ
り
き
た
り
の
施
設

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。質
の
高

い
施
設
の
提
供
は
で
き
る
の
か
。

施
設
整
備
課
長　

町
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ
構

成
企
業
の
協
議
に
お
い
て
、ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
を

精
査
し
、設
計
内
容
の
見
直
し

に
よ
り
町
側
の
負
担
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ

構
成
企
業
の
企
業
努
力
に
よ
る

も
の
と
相
互
が
リ
ス
ク
分
担
し
、

高
齢
者
か
ら
若
い
世
代
に
対
応

す
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、利
用
者
が
満
足
で
き
る

温
浴
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を

併
設
し
た
町
民
福
祉
を
目
的
と

し
た
複
合
的
施
設
を
目
指
す
。

問　

運
営
は
15
年
の
契
約
だ
が
、

修
理
費
用
は
町
の
負
担
と
な
る

の
か
、
ま
た
運
営
に
あ
た
っ
て

利
益
の
配
分
方
法
は
。

施
設
整
備
課
長　

指
定
管
理
料
2

　

千
万
円
を
限
度
と
し
て
支
出

し
、日
常
的
な
維
持
管
理
及
び

修
繕
は
、Ｓ
Ｐ
Ｃ
構
成
企
業
が

行
う
。ボ
イ
ラ
ー
設
備
等
大
規

模
な
修
繕
が
生
じ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
協
議
す
る
。運
営
に

あ
た
っ
て
の
利
益
配
分
は
、内

部
留
保
額
が
1
億
円
を
計
画
、

そ
れ
ま
で
は
当
期
利
益
1
千
万

円
を
超
え
る
額
、若
し
く
は
、当

期
利
益
の
20
％
の
い
ず
れ
か
多

い
金
額
が
町
へ
還
元
さ
れ
る
。

引
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

問　

引
き
こ
も
り
当
事
者
の
生

活
を
支
え
た
親
も
高
齢
と
な

り
、
病
気
や
要
介
護
状
態
を
き

っ
か
け
に
一
家
が
生
活
困
窮
に

陥
り
、
社
会
的
に
孤
立
す
る

「
８
０
５
０
問
題
」※
を
含
め
、

町
内
で
対
象
と
な
る
人
数
の
把

握
と
現
在
の
状
況
は
。

福
祉
保
健
課　

地
区
民
生
委
員
に

調
査
の
協
力
を
依
頼
、
町
内
で

は
21
人
が
ひ
き
こ
も
り
状
態
で

あ
る
と
の
結
果
と
な
っ
た
。
県

に
よ
り
各
市
町
村
の
調
査
も
行

わ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

見
え
て
き
た
事
を
基
に
更
に
概

況
把
握
を
行
い
、
支
援
の
必
要

性
を
見
極
め
て
い
く
。

※
用
語
解
説

　
「
８
０
５
０
問
題
」

　

長
年
引
き
こ
も
る
子
供
と
支

援
す
る
親
が
高
齢
化
し
、支
援

し
て
い
た
親
の
収
入
の
減
少
や

介
護
に
関
し
て
問
題
が
発
生
し
、

様
々
な
理
由
か
ら
外
部
へ
の
相

談
も
難
し
く
、親
子
で
社
会
か
ら

孤
立
し
た
状
態
に
陥
る
社
会
問

題
で
あ
る
。こ
れ
は
80
代
の
親
と

50
代
の
子
の
親
子
関
係
で
の
問

題
で
あ
る
こ
と
か
ら「
８
０
５
０

問
題
」と
呼
ば
れ
る
。

ヘルシースパ サンロード
（甲府市大里町）

一般質問一般質問

問

答
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契約の方法について（一般・指名競争入札、随意契約）
問　指名競争入札の条件及び指名会議参加者は

答　実績や信用度・誠実性などが審査対象
　　�指名会議には町長、副町長、会計管理者、担当課長などが
参加する（財政課長）

問　

議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る

契
約
の
条
件
に
つ
い
て
。

財
政
課
長　
「
身
延
町
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
の
範
囲
を
定

め
る
条
例
」
第
２
条
で
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

契
約
は
、
予
定
価
格
５
千
万
円

以
上
の
工
事
ま
た
は
製
造
の
請

負
。

　
　

第
３
条
で
は
、
議
会
の
議
決

に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財

産
の
取
得
ま
た
は
処
分
は
、
予

定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
不

動
産
、
も
し
く
は
動
産
の
買
い

入
れ
、
も
し
く
は
売
り
払
い
、

ま
た
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益

権
の
買
い
入
れ
、
も
し
く
は
売

り
払
い
。

問　
一
般
競
争
入
札
は
、
ど
の
よ

う
な
契
約
に
つ
い
て
行
わ
れ
る

の
か
。
金
額
、
参
加
資
格
、
入

札
者
数
は
。

財
政
課
長　

建
設
工
事
等
で
技
術

的
難
易
度
が
高
く
、
規
模
の
大

き
い
工
事
が
対
象
で
す
。「
概

ね
１
億
円
以
上
」、「
入
札
参
加

有
資
格
者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ

た
業
者
。
数
の
制
限
は
な
い
。

問　

指
名
競
争
入
札
の
採
用
の
理

由
と
参
加
業
者
の
条
件
は
。

財
政
課
長　

こ
れ
ま
で
の
実
績
や

信
用
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
工

事
等
の
契
約
に
つ
い
て
導
入
し

て
い
る
。
適
格
で
誠
実
性
の
高

い
業
者
を
選
定
し
、
質
の
高
い

工
事
等
が
可
能
。

問　

実
績
の
無
い
と
こ
ろ
は
、
指

名
競
争
入
札
に
は
選
ば
れ
な
い

の
か
。

財
政
課
長　

指
名
参
加
願
い
に
そ

の
会
社
の
実
績
等
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
基
づ
い
て
、
参
加
で
き

る
よ
う
指
名
会
議
等
で
諮
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

問　

業
者
の
指
名
会
議
は
、
だ
れ

が
参
加
し
、
議
事
録
は
作
成
し

て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　

選
考
は
、
町
長
、
副

町
長
、
会
計
管
理
者
、
財
政
課

長
、
事
業
主
幹
課
長
お
よ
び
必

要
と
認
め
た
職
員
が
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

会
議
で
は
、
事
業
内
容
、
事

業
個
所
、
指
名
業
者
な
ど
、
事

業
主
幹
課
か
ら
説
明
が
さ
れ
合

議
に
よ
り
、
最
終
決
定
が
さ
れ

て
い
る
。
議
事
録
は
作
成
し
て

い
な
い
。

問　

随
意
契
約
と
な
る
場
合
の
条

件
と
は
何
か
。

財
政
課
長　

①
少
額
の
契
約
。
②

そ
の
性
質
や
目
的
が
競
争
入
札

に
適
し
な
い
場
合
、
③
緊
急
に

必
要
と
す
る
も
の
、
④
競
争
入

札
に
付
す
る
こ
と
が
不
利
な
も

の
等
が
あ
る
。

　
　

少
額
の
契
約
の
場
合
に
は
、

工
事
ま
た
は
製
造
の
請
負
が

１
３
０
万
円
以
下
、
業
務
委
託

の
場
合
50
万
円
以
下
が
該
当
す

る
。
緊
急
の
も
の
は
、
災
害
時

に
お
け
る
契
約
、
契
約
履
行
中

の
者
に
履
行
さ
せ
る
こ
と
が
履

行
期
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
、

経
費
の
節
約
が
確
保
で
き
る
と

い
っ
た
場
合
等
が
該
当
す
る
。

問　

現
在
随
意
契
約
は
何
件
あ
る

の
か
。

財
政
課
長　

令
和
３
年
10
月
30

日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
物
品
購

入
や
各
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

修
繕
や
リ
ー
ス
契
約
等
を
含
め

て
、
６
７
４
件
。

※
用
語
解
説

【�

入
札
】国
や
地
方
公
共
団
体
と

い
っ
た
官
公
庁
が
民
間
企
業
と

結
ぶ
際
の
契
約
方
式
。基
本
的

に
は
一
定
の
条
件
で
受
注
希
望

者（
民
間
企
業
）を
募
り
、発
注

者（
官
公
庁
）の
評
価
が
も
っ
と

も
高
い
相
手
と
契
約
を
行
う
。

契
約
の
種
類
は「
一
般
競
争
契

約
」「
指
名
競
争
契
約
」「
随
意

契
約
」の
３
種
類
。

【�

一
般
競
争
入
札
】国
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
契
約
内
容
や
入

札
の
参
加
資
格
を「
公
告
」し

て
、要
件
を
満
た
し
た
業
者
す

べ
て
が
入
札
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

【�

指
名
競
争
入
札
】国
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
公
共
事
業
を
発

注
す
る
際
、特
定
の
条
件
に
よ

り
発
注
者
側
が
指
名
し
た
者
同

士
で
競
争
に
参
加
し
、契
約
者

を
決
め
る
方
式
。　

【�

随
意
契
約
】物
品
の
売
買
や
貸

借
、工
事
な
ど
の
請
負
の
契
約
に

際
し
、入
札
の
よ
う
な
競
争
に
よ

ら
ず
、契
約
主
体
が
適
当
と
判
断

し
た
相
手
方
と
の
間
で
契
約
を

結
ぶ
こ
と
を
い
う
。国
や
地
方
公

共
団
体
の
関
係
機
関
が
行
う
契

約
は
、予
算
の
公
正
な
執
行
の
た

め
一
般
競
争
契
約
を
原
則
に
し
て

い
る
が
、一
般
の
競
争
に
よ
る
と

不
利
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
随
意
契
約
が
認
め
ら
れ
る
。

一般質問一般質問

問

答
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あけぼの大豆について
問　あけぼの大豆生産者を守る施策を問う

答　�生産者が安心して出荷できる体制を整えたい。
　　販路の確保、拡大をさらに取り組む（産業課長）

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生
産
調
整

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生
産
農
家

か
ら
生
産
調
整
で
困
っ
た
と
聞

い
た
。
原
因
は
何
か
。

産
業
課
長　

10
月
に
入
っ
て
枝
豆

の
成
育
が
急
激
に
進
み
出
荷
量

が
共
撰
所
の
処
理
能
力
を
上
回

る
昨
年
比
の
２
倍
と
集
中
し
た

た
め
。

問　

天
候
だ
け
が
大
き
な
理
由
な

の
か
。
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら

怒
り
の
言
葉
を
聞
き
、
生
産
者

を
守
る
施
策
が
必
要
だ
と
思
っ

た
。
今
後
の
対
策
は
。

産
業
課
長　

高
性
能
の
枝
豆
選
別

機
と
定
量
袋
詰
め
機
の
購
入
を

検
討
し
て
い
る
。販
路
の
確
保
、

拡
大
に
つ
い
て
も
開
拓
を
始
め

て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

問　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

令
和
3
年
12
月

に
医
療
従
事
者
か
ら
始
ま
り
、

高
齢
者
施
設
の
入
所
者
及
び
従

事
者
、
高
齢
者
か
ら
順
次
集
団

接
種
を
行
う
。
３
回
目
接
種
の

対
象
者
に
は
町
か
ら
接
種
券
付

予
診
票
を
郵
送
し
、
希
望
す
る

方
は
予
約
を
し
て
い
た
だ
く
。

問　

５
歳
か
ら
11
歳
の
子
ど
も
た

ち
に
早
け
れ
ば
令
和
4
年
２
月

頃
か
ら
接
種
を
始
め
る
と
報
道

が
あ
っ
た
が
。

福
祉
保
健
課
長　

具
体
的
な
話
は

国
か
ら
な
い
が
、今
後
、国
の
指

示
に
基
づ
き
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

個
別
接
種
の
協
議
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

飯
富
病
院
、
身

延
山
病
院
で
個
別
接
種
を
行
う

了
承
を
ほ
ぼ
得
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
町
に

問　

障
が
い
者
が
入
浴
で
き
る
施

設
が
少
な
い
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
町

で
働
き
か
け
て
も
ら
え
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

介
護
保
険
の
施

設
は
利
用
で
き
な
い
が
町
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
き
る
よ

う
協
議
を
す
る
。

問　

週
に
一
回
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

で
送
迎
に
か
か
る
負
担
が
重
い

が
改
善
は
。

福
祉
保
健
課
長　

移
動
支
援
事
業

で
利
用
者
の
負
担
を
減
ら
し
て

い
る
が
燃
料
代
は
自
己
負
担

と
な
る
。
さ
ら
に
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
支
援
す

る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
返
答
を

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
、希
望
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書

い
た
が
返
答
が
な
い
と
聞
い
た
。

希
望
が
叶
わ
な
い
に
し
て
も
、

ど
う
い
う
理
由
で
で
き
な
い
と

返
事
は
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

町
で
は
、
そ
の
よ
う
な

ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
合
併
当
初
か

ら
学
校
と
丁
寧
に
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
配
慮
し

な
が
ら
丁
寧
に
適
切
に
対
応
す

る
。

問　

日
本
共
産
党
身
延
町
委
員

会
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
町
に
望
む
こ
と
で
介
護
保
険

料
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

軽
減
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
が

町
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
。

福
祉
保
健
課
長　
介
護
保
険
料
は
、

今
後
団
塊
の
世
代
の
方
が
入
り

ま
す
ま
す
給
付
も
増
え
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。例
え
ば

基
金
等
を
入
れ
る
な
ど
考
え
て

い
き
た
い
。

町
民
課
長　

加
入
者
の
年
齢
構
成

が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
な

ど
本
町
の
国
保
に
お
い
て
構
造

的
課
題
が
表
れ
て
い
る
。
保
険

税
賦
課
方
式
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
例
え
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も

引
き
下
げ
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
を
進
め
て
い
る
。

あけぼの大豆の脱穀作業

デイサービス入浴施設

一般質問一般質問

問

答
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組合議会報告
第 2回定例会　令和 3年 10月 14日（木）　峡南衛生組合（身延町下田原）
議案番号 議	案	名 採決結果
認定第１号 令和 2 年度峡南衛生組合一般会計歳入歳出決算認定 認定
議案第７号 競争入札に参加する者に必要な資格の審査に関する事務等の事務委託に関する規約制定 可決
議案第８号 令和 3 年度峡南衛生組合一般会計補正予算（第 1 号） 可決
第1回臨時会　令和 3年 11月 30日（火）　峡南衛生組合（身延町下田原）
報告第１号 専決処分（一般会計補正予算〈第 2 号〉） 承認
議案第９号 職員給与条例の一部を改正する条例 可決
同意第１号 監査委員（議会議員）の選出（身延町望月悟良議員を選出） 同意

第 2回臨時会　令和 3年 11月 16日（火）　飯富病院（身延町飯富）
議案番号 議	案	名 採決結果
同意第１号 監査委員（学識経験者）の選任 同意
議案第５号 監査委員（議会議員）の選出（身延町渡辺文子議員を選出） 可決
12 月定例会　令和 3年 12月 21日（火）　飯富病院（身延町飯富）
議案番号 議	案	名 採決結果
報告第 3号 専決処分の承認　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決
議案第 5号 議会定例会条例の一部を改正する条例

議会定例会条例（昭和 55 年条例 3 号）第 1 条中「年 4 回」を「年 2 回」に改める。 可決

議案第 6号 事業会計補正予算（第 2 号）　補正額　7,799 万円
建設改良費 内容 全身用 X 線 CT 装置　6,589 万円　超音波診断装置　1,210 万円 可決

第 2回定例会　令和 3年 10月 15日（金）　峡南広域行政組合（市川三郷町岩間）
議案番号 議	案	名 採決結果
議案第 11号 令和３年度一般会計補正予算（第２号） 可決
議案第 12号 令和３年度情報センター特別会計補正予算（第２号） 可決
認定第　１号 令和２年度一般会計決算認定 認定
認定第　２号 令和２年度介護保険特別会計決算認定 認定
認定第　３号 令和２年度峡南ふるさと市町村圏特別会計決算認定 認定
同意第　１号 監査委員の選任 同意
第 2回臨時会　令和 3年 12月 23日（木）　峡南広域行政組合（市川三郷町岩間）
承認第　２号 専決処分（給与条例の一部改正） 承認
議案第 13号 令和３年度一般会計補正予算（第３号） 可決
議案第 14号 令和３年度情報センター特別会計補正予算（第３号） 可決
議案第 15号 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
同意第　３号 監査委員（議会議員）の選出（身延町広島法明議員を選出） 同意

第 2回定例会　令和 3年 10月 28日（木）　山梨西部広域環境組合（中央市藤巻）
議案番号 議	案	名 採決結果
認定第１号 令和２年度山梨西部広域環境組合一般会計歳入歳出決算認定の件 認定
議案第 3号 常勤の職員に対する退職手当の支給事務及び非常勤職員に係る公務災害又は通勤

による災害に対する補償事務の事務委託に関する規約の一部を改正する規約の件 可決

第 2回定例会　令和 3年 10月 25日（月）　山梨県自治会館（甲府市蓬沢）
議案番号 議	案	名 採決結果
認定第１号 令和 2 年度一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
認定第２号 令和 2 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第８号 令和 3 年度一般会計補正予算（第 1 号） 可決
議案第９号 令和 3 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 可決
同意第１号 山梨県後期高齢者医療広域連合副広域連合長の選任について 同意
同意第２号 山梨県後期高齢者医療広域連合監査委員の選任について 同意

峡南広域行政組合議会 （市川三郷町、富士川町、早川町、身延町、南部町の5町で構成）

山梨西部広域環境組合議会

山梨県後期高齢者医療広域連合議会

（峡北、峡南の11市町で構成するごみ処理施設のための事務組合）

（後期高齢者医療を市町村と協力して運営する全県的な組織）

峡南衛生組合議会（身延町、早川町、市川三郷町、南部町で構成）

身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会 （身延町、早川町で運営する組合立の病院）

一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区など）が行政
サービスの一部を共同で行うことを目的として設置する行政機関。
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町長行政報告
望月　幹也 町長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　

３
回
目
の
追
加
接
種
の
準
備
を
進
め
て
い
る

　
　
　

３
回
目
の
追
加
接
種
の
準
備
を
進
め
て
い
る

◇
は
じ
め
に

　

令
和
３
年
10
月
24
日
の
議
会
議

員
選
挙
に
お
い
て
見
事
当
選
の
栄

を
浴
さ
れ
た
14
名
の
議
員
の
皆
様

に
は
、
改
め
て
心
か
ら
お
祝
い
を

申
上
げ
ま
す
。
ま
た
11
月
８
日
の

第
４
回
身
延
町
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
上
田
孝
二
議
長
並
び
に
伊
藤

達
美
副
議
長
の
選
出
と
各
常
任
委

員
会
等
の
構
成
が
な
さ
れ
、
新
し

い
議
会
構
成
の
中
で
議
員
共
に
町

民
福
祉
の
更
な
る
向
上
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

等
に
よ
り
全
国
的
に
感
染
者
数
は

少
数
で
あ
る
が
、
新
た
な
変
異
株

「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
世
界
的
な

感
染
急
拡
大
を
踏
ま
え
、
３
回
目

の
追
加
接
種
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

対
象
者
は
、
２
回
目
の
接
種
を

終
え
た
18
歳
以
上
の
方
で
、
原
則

２
回
目
の
接
種
完
了
か
ら
８
ヵ
月

以
上
経
過
し
た
全
て
の
方
が
対

象
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
は
接
種
時
期
が
早
ま
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
医
療
従
事
者
等
よ
り
令

和
3
年
12
月
か
ら
初
め
、
順
次
高

齢
者
、
希
望
者
の
全
員
に
4
年
夏

頃
ま
で
に
実
施
。

　
●
令
和
４
年
度
予
算
編
成
方
針

　

町
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

２
期
身
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
５

つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
予
算

編
成
に
鋭
意
取
り
組
む
よ
う
に
指

示
。

●
教
育
委
員
会
の
構
成

　

令
和
3
年
11
月
18
日
に
任
期
満

了
を
迎
え
た
佐
野
貴
宣
教
育
委
員

の
後
任
と
し
て
、
先
の
第
３
回
身

延
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
議
会

の
同
意
を
頂
き
、
井
上
敬
典
氏
を

11
月
19
日
に
任
命
。

●
ワ
ン
だ
ふ
る
商
品
券
給
付
事
業

　

令
和
3
年
11
月
30
日
現
在
の

換
金
額
は
１
億
４
５
７
４
万
４
千

円
。
約
67
％
の
換
金
率
。

●
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

み
の
ワ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り

入
れ
た
「
本
栖
湖
と
富
士
山
」「
町

の
木
し
だ
れ
桜
」
の
２
種
類
を
１

月
か
ら
導
入
。「
み
の
ワ
ン
の
積

極
的
な
活
用
を
」
と
の
町
民
の
声

に
応
え
、
明
る
い
デ
ザ
イ
ン
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
し
ま
し
た
。

●
身
延
中
学
校
新
校
舎
等
整
備

事
業

　

基
本
設
計
の
配
置
計
画
に
基
づ

い
て
実
施
設
計
に
よ
り
校
舎
、
体

育
館
、
武
道
場
及
び
給
食
セ
ン
タ

ー
の
設
計
積
算
を
進
め
、
令
和
４

年
度
の
当
初
予
算
へ
の
計
上
及
び

文
部
科
学
省
へ
の
補
助
金
申
請
の

業
務
を
進
め
て
い
る
。

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
身
延
町

健
康
増
進
施
設
整
備
計
画

　

令
和
３
年
５
月
21
日
に
、
甲
府

市
後
屋
に
本
社
が
あ
る
「
株
式
会

社
ク
ス
リ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
」
を
中

心
と
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｃ
構
成
企
業
体
が

優
先
交
渉
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

既
に
基
本
協
定
の
締
結
及
び
仮
契

約
の
締
結
を
行
い
、
第
２
回
臨
時

議
会
に
よ
り
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

現
在
、
事
業
者
提
案
を
基
に
町

と
定
期
的
な
協
議
を
行
い
実
施
設

計
を
進
め
、
５
月
に
建
設
工
事
着

工
予
定
。

　

施
設
で
使
用
す
る
温
泉
は
、
し

も
べ
奥
の
湯
高
温
源
泉
及
び
雨
河

内
源
泉
冷
泉
の
２
系
統
の
温
泉
を

使
用
し
、「
源
泉
か
け
流
し
温
泉
」

を
目
指
す
こ
と
に
し
、
既
に
工
事

発
注
し
、
今
年
度
末
の
完
成
を
め

ざ
す
。

●
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

　

令
和
３
年
４
月
１
日
に
新
た
に

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
地

域
の
持
続
的
発
展
を
支
援
し
過
疎

対
策
を
推
進
す
る
「
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
も
過
疎
対
策
を
推
進

し
て
い
く
た
め
「
身
延
町
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」
の
策
定
に

あ
た
り
審
議
を
し
て
い
た
だ
く
。
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★表紙について（P1）
●コロナの第5波が終息した気配で
すが、なかなか気が抜けない状況
の中で地域の伝統的な産業を子供
たちが体験するいい取り組みだと
思います。町のマスコットキャラク
ターも来てイベント感いっぱいで
楽しそうに見えます。あまり外に出
られない状況下で心が温まります。

●移動体験車が高額で必要ない様
に感じていましたが、こうして子
供達の豊かな感性を育む手段に
なっている事は有益だったと思
います。体験して、和紙に対する
見方、使い方等が変化し、愛着を
持ってくれたら嬉しいです。

●先細る伝統工芸への関心を広め
る為の「出前体験車」は有効な手
段だと思います。子供達が楽し
そうに歴史・文化に触れられる
事は良いことで、継承者の育成
も期待致します。

★一般質問（P4 ～ 9）
●「生活実態調査・現在の暮らしぶ
りについて」の質疑中に、「保護
者の貧困」による影響を取り上げ
ていますが、現行の法律では助成
事業で支援するのが有効な手立て
なのかもしれません。が、根本的
には保護者である人たちの働き
方、待遇改善が必要ではないかと
思います。働くべき年代の人たち
が社会を支える役割を果たすため
には正規雇用を確立する必要を感
じます。

●町内最大のインフラである中部横
断道の未利用は他町もそうだが、
行政の怠慢さには目を覆うばかり
だ。観光目的・産業目的の利用が
全くなされていない。企業は誘致
するばかりでなく創業するもの。
産業があり、収入があれば、人は
自ずと移住定着し人口は増加し、
さらなる産業は派生する。「スト
ロー現象」で労働力は流出し続け、
衰退し続けている現状はいつまで
続くのか。一度延々と続く山林の
中部横断道を走ってみたらいい。
資源がいかに放置され、崩壊し続
けているかを見てもらいたい。

●ウッドチェンジは大賛成です。自
然のぬくもりを感じながら生活で
きれば、心身共に豊かになりそう
です。推進をお願いします。マス
ク着用と手洗いが日常的となり昨
シーズンのインフルエンザ罹患者
は大幅に減少しました。インフル
エンザ予防接種費用助成が必要な
のか否か、一度検討してみたらど
うでしょうか。

●「すべての施策は人口減少抑止の
ためにあるべきだが」は現状の的
を得た発言だと思います。本町の
2017年～ 2021年 10月までの
人口推移を見ると年率３%以上の
減少が見られ、このままの推移で
は数年後の一万人割れは目に見え
ております。町民も総動員の中で
「ひと・もの・しごと」の施策を加
速すべきだと思います。

★決算報告（P2 ～ 3）
●コロナ対策関連の収支がある為、
通年との比較は難しいかと思われ
ますが、単に本年の増減をみるの
ではなくこの先に向けての自主財
源の確保、将来性のある歳出を検
討してほしいと感じています。議
会だよりと広報みのぶの両方に記
載されていましたので比較して見
させていただきました。両方を見
るとよりわかりやすく感じました。

●令和２年度一般会計と20の特別
会計の決算が９月定例議会で慎重
に審議され認定されました。町民の
税金、国や県からのお金がどのよう
に使われたのかよくわかりました。
厳しい財政状況の中で限られた財
源を有効に活用するため職員一人
ひとりが各々の事業等の目的・必
要性投資効果等を十分に検討し是
正・改善等の見直しに積極的に取
り組む必要があると思います。

●昨年度の決算と比べてみました。
コロナ対策費とかでもう少し変わ
っているのかと考えていたのです
が。私としては、決算報告の中ほ
どにある指摘事項が分かるよう
になるといいですね。

●令和３年４月１日現在の人口が
10,957人とあり、少なくて驚き
ました。人口の少なさは、今、目の
前にある危機です。財源が効果的
に使われ、魅力ある町となり、人
口が増えてくれたらと願います。

★予算決算常任委員会レポート（P10・11）
●突然、税務課関係で賦課徴収費
手数料と言われても、どこのこと
を言っているのかわかりません。
問「森林環境譲与税整備事業の
GPS機器」に出てくる問題点が、
唐突に思えます。何のために質問
しているのか、答えを聞くだけで
いいのか、とか思うのですが。

●マイナンバーカードの交付枚数
は町民の約３人に１人の割合であ
る、テレビ等のＣＭで取り組んで
いるなかで、町の交付数は伸び悩
んでいると思う。町としての普及
方法を質してほしい。

●も～ん父さんがミュージアムキャ
ラクターで全国2位という話はラ
ジオのＦＭ富士で聴きました。き
っと金山博物館の職員の皆さんの
ご尽力があっての結果だと思いま
す。来年は、日本一になれる様、計
画を立て町民一丸となって取り組
んでみたらどうでしょうか。

★総務産業建設常任委員会（P12）
●都市住民との交流を目的に設置さ
れる施設に、トイレやシャワール
ームは必須と思います。それだけ
で人を呼べるのではないかと思い
ます。清潔なトイレやシャワール
ームは充分おもてなしになると思
います。

●中部横断道の開通による議会とし
ての質問がないのが不思議であ
る。どの委員会で質問するのが適
切か分らないがどの委員会にも関
係しそうである。

●今回はどうして常任委員会レポ
ートを分けてモニターしているの
か、前回までと同様常任委員会レ
ポート全体の範囲でよいのでは？

★教育厚生常任委員会報告（P13）
●請願第３号の、「こどもの歯科矯
正に保険適用の拡充」の意味がよ
くわかりません。最近は矯正をし
なければならないような状態の
子供が多いということですか。も
う少し説明がほしいです。

●どんな状況にあっても教育は大切
なものだと思っています。子ども
は、この国の宝ものです。

●特産物のあけぼの大豆の人気があ
る事は私も承知しています。その
特産品を守り、ブランド品として商
品価値を高めて行く為にも拠点の
在り方の検討は大事かと思います。

（議会だより№68の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信
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★モニター通信（P18 ～ 19）
●議会議員選挙も終り、新しい議長、
副議長、議員の方の活躍を期待し
ています。モニターの任期も令和
４年の３月末までですがモニター
の選考も適当と認める者から 15
人を議員が推選し、議長が委嘱す
るとしている。若い人の意見、考
え方を参考にするようモニターの
選考方法も考えたらどうか。

●コメントの中に、「議員のなり手
がいない」という話がありました
が、他の町では汚職も多く騒がれ
ており、町政が信頼出来ないから
立候補するくらいの若者がいない
とだめなのかもしれないと最近は
思っています。

●3 人の子供を持つ方から「子供達
が喜ぶ事を考えて欲しい』とあり
ました。私には大学生の子がいま
すが、講義がオンラインだったり、
アルバイト先も身延町内では見つ
けられず、思い描いた大学生活が
送れずにいます。幸い、町内でコ
ロナは落ち着いている様なので、
子供や若者が大人になっても住み
続けたいと今、思えるイベントの
企画や環境を整えて欲しいです。

●モニターの皆さんのそれぞれの意
見などが反映されているので読む
のが楽しみなページです。積極的
な意見も多く参考になります。こ
のモニターの意見などが一方通行
にならず、議会広報、町職員の方々
の目にふれ、意見の交換もあれば、
今以上に議会を身近に感じられる
かと思います。

★町政全般についての意見、要望等
●コロナ感染症も少しおさまって来ています。一日でも早く以前のような普
段通りの生活が出来る様になると思います。普通の生活が出来る事はなん
とすばらしい事か改めて感じました。日々の生活のなかで、あまり感じて
いない行動を振り返り一日一日を大切に生きたいものですね。

●一度本会議の傍聴をすれば、解るのかもしれませんが、議会の運営の仕方に
ついて説明してほしいと思います。本会議と委員会の違い、討論で取り上
げられる問題はどこから、なにをきっかけに発生するのか。委員会は質問
者の名前が出ないのは何故ですか。質問したことのない議員がいると聞い
ても、名前がないと選挙時に正しく判断ができません。

●コロナ禍を少しでも楽しく日常を過ごせる様、身延町独自の冊子を作って
欲しいです。例えば、自宅で出来る体操、ストレス発散方法、アンガーマネ
ジメント、目の疲れ、マスク対策など。コロナ禍に特化した町民の困り事の
対策をまとめた冊子を提案します。イラストはみのワンで、みのワンのお
勧めの散歩コースが地区ごとにあっても良いと思います。

モニターの皆様、ご意見・ご感想ありがとうございました。モニターの皆様、ご意見・ご感想ありがとうございました。

★討論（P14）
●厳しい財政の立て直しをどんな形
で行ったらいいのかも、反対意見と
ともに提案してほしいと思います。

●財政状況による実施だと思います
が、町を超えて、県・国に働き掛
けが必要だと思います。財源がな
い事にはなにも出来ない、人口減
少のなか、実行していくには大変
だと思います。今の状況の中でど
ういう方法が良いのか、お互いに
模索し、現状でベストな方法を見
出して町民共々努力すべき所は、
我慢する所は、こらえて前を向き
ましょう。

●反対者の意見も理解できる部分
があるので問題の根深さが分か
ります。今後も難しい判断があろ
うかと思いますが、少数派の意見
も大切にして欲しいです。

★おじゃまします。（P20）
●生涯現役でがんばって下さい。継
続していく事に意味があると思
います。

●身延体協ワイルドバード「生涯
現役」歳はとっても体は若い、好
きな事が出来、週一度仲間とも
会えるし適度な運動、社会との
つながりを持つこと、日頃の生
活の中で意識的に働くこと人と
のかかわりを持つことを心掛け、
どうぞけがしないように注意し
目指す目的に向かって頑張って
下さい。応援してます。

●「生涯現役」素晴らしいです。私
も先輩たちに負けないように
日々、頑張りたいと思います。

★臨時会・組合議会報告（P15）
●反対意見は興味深く読まさせて
頂きました。特別会計を全国的な
ものとしてとらえるよりも、町の
独自としての政策として考えても
いいのではと思います。負担に思
い家計をけずり、日々生活される
方の心情を思うと、公費で救済で
きないのでしょうか。子育て支援
は全国的にもすばらしい政策と
思いますが。

●コロナの第6波も懸念されており
ますが、今回のコロナ禍の中でメ
リットとして得られた地方である
が故の特性を増幅して頂き、アフ
ターコロナ後の身延町の活性化事
業へと反映して頂きたいと思いま
す。その後のサテライトオフィス、
ワーケーション、関係人口創出等
の進捗状況も公表頂きたい。

★議案に対する賛否（P16）
●議案に対する賛否ついて、この中
に非常に大切な賛否が含まれてい
ると感じていますが、現記事の記
載の中からでは読み取れません。

●議案に対する、各項目を協議され
採決された事について、町の発展
の為に頑張ってよりよい町にして
頂きたいと思っています。

●「○×△欠」の表記ですが、賛成
と反対だけの時は「○×」のみを
記し、「△」と「欠」は必要ない気
がします。棄権と欠席がある時の
み、「△」と「欠」を記す方が、紙
面がすっきりすると思います。

★町長行政報告（P17）
●中部横断道の全線開通は非常に
有難く、未来に向けて希望が持
てると感じています。しかし、開
通前と開通後の影響や反響など
も把握管理していかなければな
らないと思っています。町とし
ての対策や計画なども知らせて
頂ければ有難いと思いました。

●中部横断自動車道開通に伴い
様々な期待がありますが、最も
重要なのは経済効果をベースと
した地域活性化であると思いま
す。今後は統計的データを重ね
ていただき総合的な効果の検証
をして数値化した資料を町民に
も開示していただくと町民にも
実感がでるのはと思います。大
事な事は「待つ」のではなく「打
って出る営業」がどれだけ出来
るかだと思います。



■人生100歳時代の認知症
　認知症の問題点は認知症患者本人だけでなく、認知症を取り巻く家族の介護は｢介護離職｣を引き起こ
し、労働人口減少という事態を招きます。更に介護に関わる家族がその状況から、肉体的、精神的な疾患を
抱え込むことで、医療費の増加にもつながっています。また、認知症は介護度を上げる要因になり、介護保
険事業の運営にも大きな影響を及ぼします。

■和太鼓が脳を活性化させる科学的検証と認知症予防効果
　関西学院大学は、太鼓を叩くと前頭前野の脳血流が大きく変化し脳を活性化させ、集中力を高める効果
があることをデーターで実証しました。太鼓を叩くことは、有酸素運動と知的活動を同時に行うことで、
単純な繰り返しよりもリズム感があるほうが、また個人より集団で演奏する方が認知症予防に繋がる脳血
流効果が大きく、特にお年寄りほどその傾向が大きくなります。

認知症予防リハビリ太鼓教室
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《飯富太鼓保存会》
認知症予防を地域で支える取り組み

ことぶき勧学院峡南教室１年生（26名）
和太鼓の練習を重ねている。（旧原小学校体育館）

太鼓を指導する飯富太鼓の山下さん
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入会希望者は大歓迎です。
「飯富太鼓保存会」
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